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⚫ 2011年に第１期が開始
データベースの分野別・目的別統合化、ならびに散在しているデータベースの統合化を
目的に発足

過去３期で計31課題を支援

⚫ 2022年から第４期が開始

「つなぐ」から「使う」へ

広範なユーザーの知識発見の支援

国際的プレゼンス

新しい動向への対応

育成型を2023年から開始

現在17課題を支援中

統合化推進プログラム（DICP） ： これまでの歩み

2



DICP ： 現在支援中の本格型８課題
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DICP ： 現在支援中の育成型９課題
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2025年度採択課題 ☞ ご紹介はこの後すぐ

JoGo

DeepSpaceDB

MIIDB-AI

Cell IO

integMET



DICP ： 今後の課題 ― ライフステージに応じたDB支援の複線化

⚫ 萌芽期 試験的支援による発掘・育成 育成型

期待通りの成果見込み

⚫ 発展期 本格的支援による成長・確立 本格型

これまでの確固たる実績

⚫ 円熟期 維持継続が中心の別枠支援？ 継続型？

新モダリティ・データの登場に対応できる仕組み？

⚫ 引退後 データの保全 DBアーカイブ
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⚫ 新しい動向への対応

バイオデータの質的・量的変容
新しい計測手法による新しいタイプのデータが続々と登場

統合解析に対する要望と期待の高まり
生命科学者は欲張り

AIの急速な進歩

DBの作り方・使い方のみならず、DBの在り方そのものにも大きな影響

⚫ DBを尊ぶ文化の醸成への貢献

評価軸の成熟・複線化

目立つ成果に対する直接的な貢献しか評価できない「想像力の貧困」からの脱却

派手なAIの影に地道なDBが隠れてしまうことへの危惧（飲水思源の精神）

DICP ： 今後の課題 ― 周辺環境への対応と働きかけ
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